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中日新聞2024年5月15日付一面より
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中山道の宿場町 大湫（おおくて）

• 江戸から数えて47番目の宿
• 「湫」とは、沼地や湿地帯を表し、峠に
挟まれた標高５１０メートルの場所で、
水が溜まりやすいことから命名か

• １８６１（文久１）年、和宮降嫁で宿泊
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「中山道大湫宿 今昔まち歩きマップ」より



「リニア工事 水位低下」報道

2024年5月15日付中日新聞（左）、岐阜新聞（右）一面より



岐阜県環境影響評価審査会地盤委員会 JR東海資料より



住民の証言
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•池のウシガエルの鳴き声が聞こえなく
なった。オタマジャクシがカピカピに

•井戸が枯れ、トイレだけに使っていた東
濃用水を生活用水に切り替えてもらった

•田んぼの水の引きが早い気がする。水
を何度も出し入れする際に心配



水源枯渇、水位低下が拡大
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昨年１２月、今年２月にトンネル湧水
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後手後手のJR東海

•５月１６日（木）丹羽俊介社長が記者会見
で、大湫盆地の手前まで約２００メートルを
慎重に掘削を進めてから工事を止める

•５月１７日（金）瑞浪市が「即時中止」を求
める意見書

•５月２０日（月）１７日に中断していたことを
明らかに
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地下水位低下「影響を低減できる」
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岐阜県環境影響評価審査会で①

•２月１５日からのトンネル湧水、１日２０００立方
メートル（２５メートルプール約４杯分）

•５月２０日まで、薬液注入はしていなかった

•水平ボーリングの目的は、「これから掘削するの
に、どういう地質になってるか確認するため」

•「水を止めることで地下水が回復することを期
待しているが、必ずしもそうならないこともある」
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岐阜県環境影響評価審査会で②

「工事を続けたことで、被害が拡大したので
はないか」

梅村哲男・担当部長

「何ともいいがたい」

「水位が低下したのは事実」

「工事は確かに続けておりました」
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岐阜県環境影響評価審査会で③

正木英二・瑞浪市みずなみ未来部長

「地域を育んできた大切な資源や歴史を
破壊しかねない重大な事態であり、元の
環境に戻していただきたいということが、
住民の思い」
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御嵩町で重要湿地を残土処分場に

残土処分場候補地が「重要湿地」であることを伝えるサンデー毎日と朝日新聞 15



南垣外非常口からはウラン残土も
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2019年8月23日付 週刊金曜日
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